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海
外
日
誌
（
三
＋
）

文
部
省
在
外
研
究
員

山
　
本

一

清

大
正
†
三
年
†
二
月
七
日
（
日
）

　
十
時
に
ウ
｝
ソ
ヒ
ト
た
立
っ
て
、
十
一
時
に
國
都
ハ
ー
グ
着
O
ホ
テ
ル
・
ベ
ル

ヰ
ユ
に
室
た
取
っ
て
置
い
て
、
日
曜
の
㎜
日
な
市
内
見
物
に
費
し
瘡
。
パ
笄
リ
ヨ

ン
街
に
ス
ビ
ノ
ー
ザ
の
像
奄
見
、
メ
ス
ダ
グ
美
術
舘
で
に
ミ
ソ
ー
の
「
死
別
」
な

ざ
、
又
、
マ
ウ
リ
ト
ハ
イ
ス
舘
で
レ
ム
ブ
ラ
ン
ド
の
「
解
剖
教
室
し
な
ご
た
見
、
叉

有
名
な
亭
和
宮
秘
見
六
こ
虐
匡
，
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ら
う
。
1
す

う
ン
ダ
オ
し
て
は
、
ハ
ー
グ
に
、
や
至
り
、
美
し
い
町
で
、
色
ん
な
も
の
が
整
頓

し
六
、
高
省
な
感
じ
た
輿
へ
ろ
。
蘇
に
寒
い
瀞
シ
公
園
の
静
か
な
夕
景
ぱ
好
か
つ

象
。
十
二
月
八
日
（
月
）

　
朝
ハ
ー
グ
南
停
車
揚
た
立
っ
て
、
十
時
ラ
イ
ア
ン
着
り
可
な
り
深
い
霧
の
中
為

歩
い
て
天
爵
墓
た
訪
ふ
。
天
丈
蔓
で
に
藁
長
デ
・
シ
タ
ー
氏
に
挨
拶
し
六
後
、
ア

メ
リ
カ
以
來
の
馴
染
の
オ
ー
ル
ト
君
の
案
内
で
本
館
の
室
々
、
ソ
ア
イ
ス
製
シ
ラ

ソ
フ
イ
ア
・
カ
セ
ソ
テ
式
天
燈
窟
虞
儀
（
四
吋
）
、
六
吋
子
午
環
及
び
ジ
ユ
ネ
ヴ
製
自

記
測
微
器
、
十
吋
赤
遣
儀
存
見
、
更
に
天
皇
物
理
舘
で
に
ソ
非
ア
氏
に
熱
電
光
度

計
及
び
＋
三
吋
爲
眞
墓
蓮
鏡
を
見
ぜ
ら
れ
表
。
i
古
い
天
丈
壷
で
ば
あ
る
が
、

近
年
更
に
組
織
を
新
六
に
し
て
、
新
建
築
た
起
し
、
新
器
械
た
備
へ
、
新
人
物
か

養
成
し
て
、
將
來
の
活
躍
た
豫
期
し
て
み
る
様
ば
羨
し
い
。

　
正
午
、
別
室
で
塵
取
夫
妻
及
び
南
亜
よ
り
の
珍
客
イ
ン
ネ
ス
博
士
亡
共
に
午
餐

（
席
上
、
自
分
ほ
イ
ン
ネ
ス
氏
か
ら
、
二
戸
へ
來
遊
す
る
こ
ビ
か
大
に
す
㌧
め
ら
れ

れ
。
）

　
午
後
二
睡
時
、
・
イ
ン
ネ
ス
氏
に
．
見
迭
ら
れ
て
、
ラ
イ
デ
ン
停
車
揚
よ
り
出
叢
。
牛

時
間
後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
着
Q
ギ
ル
ト
可
ア
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。
ー
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
へ
來
六
自
分
の
最
大
の
要
事
に
今
日
の
中
に
ド
イ
ソ
領
事
の
裏
書
を
貰
ふ

つ
も
り
で
あ
っ
糞
の
だ
が
、
來
て
見
れ
ば
、
既
に
ナ
フ
イ
ス
時
間
に
、
渥
れ
て
、
明

朝
ま
で
ば
駄
目
、
止
む
な
く
、
市
街
為
見
物
す
る
。

十
二
月
洗
日
（
火
）

　
朝
、
魚
の
市
場
や
、
大
學
あ
六
り
存
見
六
後
、
ド
イ
ツ
領
事
館
へ
行
っ
て
、
可

な
り
面
倒
し
て
、
裏
書
た
得
、
早
蓮
宿
の
彿
ひ
為
す
ま
し
、
正
午
獲
の
汽
車
に
の

る
。
　
ア
メ
ル
ス
フ
ナ
ッ
ス
ト
亡
ソ
ナ
ル
レ
亡
で
乗
り
か
へ
て
、
「
白
砂
青
松
」
謡
言
つ

糞
や
う
な
口
本
式
の
景
色
た
見
な
が
ら
、
五
時
牛
グ
．
ロ
ー
ニ
ン
グ
ン
着
。
ホ
テ
ル

フ
リ
グ
に
入
る
。
ー
タ
食
後
、
天
丈
部
の
フ
ア
ン
・
ラ
イ
ン
教
授
に
電
話
、
そ

れ
か
ら
グ
ロ
ー
テ
・
マ
シ
ク
ト
の
廣
揚
ま
で
散
歩
し
糞
。
一
劇
場
で
早
川
雪
州
の

「
海
戦
」
潜
閏
し
て
み
る
〇

十
二
月
十
日
（
水
）

　
曲
朝
霧
の
深
い
中
准
、
大
仁
ま
で
歩
斗
」
、
「
カ
プ
タ
イ
ン
天
丈
實
馳
靱
恥
川
」
ぜ
大
身
」
く

書
い
実
建
物
為
見
つ
け
て
、
入
口
を
さ
が
し
て
居
る
ε
、
所
長
フ
ア
ン
・
ラ
イ
ン

氏
に
見
つ
け
て
貰
つ
六
。
案
内
さ
れ
て
、
氏
の
室
に
入
り
、
暫
く
話
し
雲
後
、
圖

書
室
、
立
騰
比
較
器
、
熱
需
光
度
計
、
レ
プ
ソ
ル
ド
製
測
定
器
か
順
に
二
六
〇

i
設
備
ば
輩
に
之
れ
だ
け
、
望
蓮
鏡
の
一
つ
も
な
い
天
丈
研
究
所
で
あ
る
。
し

か
し
建
物
も
意
外
に
大
き
く
も
人
員
も
亦
意
外
に
多
く
、
可
な
り
の
材
料
為
取
り

扱
っ
て
み
る
大
研
究
所
で
あ
ろ
〇

　
十
時
牛
、
グ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
螢
Q
ま
も
な
く
濁
逸
書
境
に
入
り
、
エ
ー
ネ
ル
で
税

關
…
検
沓
且
、
一
二
時
プ
ソ
ー
メ
ン
に
購
い
ナ
℃

　
ブ
レ
ー
メ
ン
で
ば
、
別
に
天
北
盛
も
無
い
の
で
，
只
、
賀
し
の
大
天
丈
家
ナ
ル

バ
ー
ス
が
此
所
に
居
六
の
な
偲
び
、
市
立
劇
揚
の
前
．
庭
の
岡
の
上
に
あ
る
ナ
ル
バ

ー
ス
紀
念
像
々
見
る
糞
め
に
足
た
噛
ん
だ
の
に
、
冬
期
で
、
此
の
紀
念
像
ほ
木
の
箱

に
掩
ば
れ
て
あ
っ
カ
の
で
失
望
し
大
Q
そ
れ
か
ら
市
街
の
目
ぬ
壱
の
場
所
た
一
通

一
り
あ
る
き
、
再
び
停
車
揚
に
庚
っ
て
、
四
時
坐
－
嚢
車
。
山
ハ
仙
時
牛
田
ム
プ
ル
グ
に
着

フ
エ
ニ
ク
ス
●
ホ
テ
ル
に
入
る
O

　
今
日
ば
朝
か
ら
頗
ろ
寒
い
Q

十
二
月
十
口
日
（
木
）

　
朝
九
時
磯
の
地
方
列
車
で
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
村
へ
行
き
、
そ
れ
か
ら
牛
里
ほ
．
ε
の

遣
な
人
に
聞
き
一
、
十
時
頃
潮
く
「
ハ
ム
プ
ル
グ
天
七
型
」
の
門
前
に
到
清
し
乳

一
三
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入
っ
て
案
内
た
乞
ふ
ミ
、
程
な
く
嚢
長
シ
ョ
ー
ル
教
授
に
迎
へ
ら
れ
六
〇
暫
ら
く

話
し
れ
後
、
藁
長
に
親
し
く
自
分
葎
案
内
し
イ
、
、
大
き
な
岡
書
室
を
見
ぜ
ら
れ
、

そ
こ
で
一
九
〇
五
年
以
來
の
多
く
の
日
食
窟
眞
原
版
々
見
六
〇
次
で
バ
ー
デ
氏
の

室
に
通
さ
れ
、
氏
の
新
予
見
の
遊
星
霧
眞
や
、
其
の
他
、
四
十
吋
反
射
鏡
で
撮
ら

れ
糞
多
く
の
星
雲
腐
眞
を
見
ぜ
ら
れ
索
。
次
の
シ
プ
ス
マ
ン
氏
の
室
で
に
り
ペ
ル

ト
望
蓮
鏡
に
よ
る
多
く
の
娯
團
の
篇
眞
々
見
雲
。

　
午
餐
に
等
長
宅
で
、
藁
長
夫
人
の
厚
意
に
・
・
る
御
馳
走
、
席
へ
四
人
の
子
供
六

ち
も
出
て
歴
て
大
賑
に
ひ
で
あ
っ
歪
o
l
そ
れ
か
ら
、
又
、
盗
長
ほ
二
十
四
吋

大
望
遺
鏡
室
へ
案
内
ぜ
ら
れ
、
新
式
の
諸
設
備
な
一
堂
蓮
轄
し
て
説
明
也
ら
れ
力

後
、
其
の
携
任
の
グ
ラ
ー
フ
氏
に
紹
介
さ
れ
た
Q
グ
ラ
ー
フ
氏
は
最
近
の
火
星
観

測
の
結
果
な
多
く
見
ぜ
ら
れ
六
。
そ
れ
か
ら
、
七
闘
牛
の
子
午
環
、
四
十
吋
反
射

鏡
、
六
吋
赤
道
儀
、
四
吋
子
午
儀
、
り
ペ
ル
ト
爲
眞
望
遠
鏡
な
．
ε
、
あ
ら
一
9
る
設

備
な
一
巡
し
敦
。

此
の
日
、
寒
氣
殊
に
強
く
、
謬
の
や
う
な
霜
が
終
一
樹
々
た
白
，
、
し
て
ゐ
六
。

シ
ョ
ー
ツ
塵
　
長
が
多
忙
の
身
な
以
っ
て
特
に
く
り
合
は
ぜ
、
朝
よ
り
夕
刻
に
至
る

ま
で
全
日
な
割
い
て
、
親
し
く
自
分
為
迎
へ
、
ね
ぎ
ら
ひ
、
案
内
亡
説
明
ぐ
、
、
至

ら
ざ
る
な
キ
親
切
ぶ
り
に
に
大
に
敬
服
し
れ
。

　
午
後
五
時
牛
獲
で
、
一
旦
、
ハ
ム
プ
ッ
グ
に
引
き
返
し
、
急
に
思
ひ
付
い
て
、

ナ
ー
玄
ル
ベ
ク
街
に
老
川
離
々
訪
ね
、
可
な
り
話
し
六
後
、
三
十
｝
時
獲
の
汽
寧

で
ペ
ツ
リ
ン
に
向
ふ
。

十
二
月
十
二
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
ト

　
朝
六
時
べ
四
リ
ン
の
レ
ー
ッ
テ
ッ
停
車
場
に
着
。
そ
れ
か
ら
市
内
三
道
ぜ
地
下

線
守
」
に
乗
り
つ
い
で
、
シ
エ
ー
ネ
ベ
ツ
グ
の
田
圃
リ
ク
ゼ
ン
に
旧
い
索
時
ば
、
未

だ
夜
が
全
く
明
け
離
れ
て
み
な
か
つ
距
。

　
朝
食
後
、
す
ぐ
、
ボ
ツ
ダ
マ
ー
停
車
場
へ
行
き
、
十
昨
爽
の
地
方
列
車
で
ポ
ソ

ダ
ム
に
行
く
。
i
ポ
ソ
ダ
ム
で
に
螺
前
で
少
々
ま
ご
つ
い
六
が
、
漸
く
テ
レ
グ

ラ
フ
丘
々
見
つ
け
、
天
艦
物
理
魏
測
盗
に
つ
壱
、
盛
長
ツ
ー
デ
ン
ド
ル
フ
教
授
に

面
訂
し
糞
。
こ
・
で
に
三
十
一
吋
大
望
脳
鏡
な
始
め
、
多
く
の
器
械
的
設
備
か
見

殊
に
所
謂
「
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
塔
」
ば
、
未
完
成
で
に
あ
っ
六
け
れ
ご
、
鏡
の
据
付

方
や
、
撮
影
装
置
等
の
黙
に
於
い
て
見
事
な
も
の
で
あ
ろ
ε
見
力
。
叉
、
過
去
牛

三
二

世
紀
來
、
フ
ナ
グ
シ
、
シ
プ
ル
ツ
シ
ツ
ド
等
の
偉
人
糞
ち
が
曲
路
で
研
究
し
六
ピ

い
ふ
思
ひ
田
が
自
分
に
匡
興
味
深
か
つ
れ
。
一
最
後
に
、
自
宅
に
層
ら
れ
雲
、
ミ

ユ
ヲ
ー
主
な
訪
れ
六
〇

　
午
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
晦
り
、
テ
イ
ア
ガ
ツ
テ
ン
あ
糞
り
々
散
歩
し
、
日
本
の
大

使
館
た
訪
ね
六
〇

十
呂
月
十
一
昌
日
（
土
）

朝
、
フ
リ
ー
デ
ナ
ウ
の
カ
イ
ザ
ー
・
ア
レ
ー
に
バ
ム
ベ
ル
グ
會
肚
た
訪
ね
れ
。

館

●

塔シイタシンイアの姦文天ムダツ

此
の
會
鮭
ば
今
匡
テ
ツ
プ
エ
ル
會
肚
た
も
合
併
し
て
、
蜀
逸
に
於
σ
ろ
有
数
の
天

業
器
械
製
造
所
で
あ
り
、
内
揚
の
屋
上
に
に
十
吋
程
度
の
赤
道
儀
た
入
れ
宏
天
丈

峯
な
持
っ
て
る
ろ
。
自
分
の
今
日
の
用
務
に
、
n
下
此
所
で
京
都
大
上
の
カ
め
に

製
作
中
の
分
光
太
陽
爲
時
儀
な
見
る
；
オ
で
あ
っ
て
、
幸
ひ
テ
ン
プ
エ
ル
主
人
ε

も
面
會
し
て
共
の
用
件
ば
間
も
な
く
す
み
、
其
の
後
一
支
配
人
に
案
内
さ
れ
て
、

大
吾
な
工
場
到
る
所
盛
ん
な
活
動
ぶ
り
た
見
力
。

　
午
後
に
フ
リ
ー
デ
ナ
ウ
停
車
揚
か
ら
、
西
南
の
ノ
イ
・
バ
ベ
ル
ス
ベ
ル
グ
へ
行
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き
、
丘
の
山
に
撃
ゆ
る
ド
ー
ム
た
目
當
に
ベ
ル
リ
ン
大
嘘
天
丈
藁
た
訪
問
O
グ
ー

ト
ニ
ク
豪
長
に
迎
へ
ら
れ
、
二
十
五
関
大
赤
道
儀
、
十
六
吋
爲
懇
望
蓮
鏡
、
四
十

八
二
大
反
射
鏡
、
七
吋
牛
子
午
環
、
七
吋
垂
直
環
、
及
び
九
吋
赤
廼
儀
に
附
し
六

光
電
光
度
計
等
た
懸
鯛
ら
れ
、
．
五
蒔
に
に
秦
長
沼
で
テ
イ
に
招
か
れ
表
。
ー
ボ

ツ
ダ
ム
の
天
槻
物
理
親
綱
所
の
方
ご
、
何
れ
劣
ら
す
立
派
双
穂
へ
た
し
、
新
し
い

設
備
た
し
て
み
る
。
又
、
其
の
活
氣
に
満
ち
れ
黙
に
於
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
賭
天

丈
峯
ピ
に
全
く
比
鞍
に
な
ら
な
い
。
「
之
が
職
敗
後
ま
も
な
い
國
の
天
文
盗
か
”
”
」

ぜ
驚
か
さ
れ
る
。

十
二
月
十
四
日
（
日
）

　
朝
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
H
η
壱
の
場
所
あ
カ
り
散
歩
に
出
か
け
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
街

ピ
ヰ
四
へ
膨
ム
街
か
ら
ウ
ン
分
課
。
デ
ン
・
吻
ン
デ
ン
通
り
に
出
で
、
〃
ロ
ン
プ
リ

ン
ソ
宮
に
ロ
ダ
ン
の
作
品
な
ご
々
見
、
奮
新
の
爾
美
術
館
及
び
ナ
チ
ヨ
ナ
ル
美
術

館
な
見
、
午
後
、
ボ
エ
ル
ス
か
ら
汽
単
で
ト
レ
プ
ト
ウ
に
移
り
、
ア
ー
ヘ
ン
ホ
〃

ト
博
士
の
纏
課
す
る
ト
レ
プ
ト
ー
天
丈
隙
々
訪
ふ
六
〇
坐
愴
、
ア
ー
ヘ
ン
ホ
ル
㍗

博
士
ば
病
氣
で
面
會
匡
碍
來
な
か
つ
衷
け
れ
ご
、
輔
助
手
に
導
か
れ
て
、
有
名
な

ご
＋
隠
隠
の
野
天
望
蓮
鏡
其
の
獲
た
見
、
此
の
珍
ら
し
い
通
俗
教
育
天
文
蚕
の
活

躍
ぶ
り
た
一
通
り
知
る
こ
ミ
が
出
來
表
。

十
二
月
十
五
日
（
月
）

　
今
口
に
ベ
ル
リ
ン
の
街
々
ん
あ
ろ
い
て
、
買
ひ
物
な
ご
し
雲
。

　
漣
日
、
非
常
な
寒
さ
に
ば
全
く
驚
い
六
。
主
な
天
交
峯
の
訪
問
為
終
つ
れ
今
、

も
に
や
賑
し
力
用
串
も
な
い
の
で
、
パ
リ
へ
晦
ろ
ぜ
決
め
、
夜
八
時
、
シ
レ
ジ
ヤ

ー
停
寧
場
獲
の
急
行
に
の
ろ
Q

十
二
月
十
六
日
（
火
）

　
朝
六
時
牛
ケ
ル
ン
着
。
暫
く
市
街
な
散
歩
し
量
り
、
電
信
局
へ
三
つ
索
り
し
六

後
、
七
時
、
パ
リ
暗
屋
）
螢
〇
九
博
頃
、
ア
ー
ヘ
ン
に
下
車
し
て
、
少
畦
散
歩
し

六
Q
あ
ピ
に
乗
り
つ
穿
け
、
リ
エ
ー
ツ
、
ナ
ミ
エ
ル
、
シ
ヤ
ー
ロ
ワ
た
通
過
、
午

後
石
時
小
†
パ
リ
北
僖
u
車
場
に
艶
旧
。
宅
へ
つ
い
て
英
子
に
迎
へ
ら
れ
索
の
ば
エ
ハ
暗
欄
過

ぎ
で
あ
っ
六
。

十
二
月
十
t
日
（
水
）

　
パ
サ
へ
露
っ
て
見
る
ぜ
蟹
隈
あ
負
り
よ
り
に
、
驚
く
ほ
．
S
暖
か
い
O
今
日
に
久

三
三
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し
ぶ
り
で
英
子
ミ
エ
不
ン
ル
附
近
、
又
、
轄
じ
て
ナ
ペ
ラ
街
あ
糞
り
准
散
歩
す
。

十
繭
脳
月
十
（
日
（
木
）

　
朝
十
時
、
両
人
で
グ
ラ
ン
パ
ソ
ー
の
飛
行
擬
展
覧
會
卓
見
六
Q
飛
行
術
に
最
も

得
意
な
フ
ラ
ン
ス
の
豪
勢
ぶ
り
に
香
し
く
感
じ
糞
。

　
午
後
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
中
世
の
檜
聲
為
見
る
。

十
二
月
十
九
日
（
金
）

　
か
ね
て
か
ら
思
っ
て
居
云
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
塔
の
上
へ
、
英
子
ぜ
二
人
で
登
っ

て
匿
穴
。
昨
夜
、
ユ
ー
ゴ
ー
作
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
活
動
車
掌
た
見
六
の
が
動
機
定

な
つ
六
わ
け
な
の
だ
が
、
霧
が
多
少
空
中
に
あ
っ
雷
雲
め
、
難
風
の
景
色
に
よ
く

見
え
な
か
つ
六
Q

十
二
月
二
十
日
（
土
）

　
自
分
等
に
一
月
末
の
鹿
島
丸
で
昂
朝
す
ろ
筈
で
あ
る
が
、
術
、
暫
く
時
日
が
あ

る
の
で
、
今
暫
H
く
パ
リ
に
溝
在
す
る
ミ
毫
め
、
自
分
げ
n
A
「
後
↑
母
日
。
ハ
雪
天
丈
豪
へ

炉打

ﾁ
て
圖
書
室
で
讃
書
し
れ
い
亡
い
ふ
希
望
や
、
今
口
員
、
天
訊
叉
八
月
の
若
い
バ
ヨ
ー

氏
に
頼
ん
だ
Q

　
英
子
ば
英
子
で
、
畔
々
、
武
林
夫
人
方
へ
帽
子
の
作
り
方
を
教
ば
り
に
行
く
Q

十
二
月
二
十
孟
日
（
日
）

朝
、
散
渉
し
て
、
近
く
の
パ
ン
チ
ナ
ン
准
見
に
一
つ
索
。
薪
し
く
祭
り
込
ま
れ

れ
ツ
ヨ
ソ
ー
の
像
も
あ
っ
☆
。
シ
ヤ
ゾ
ン
ヌ
の
甕
も
面
白
か
つ
雲
。

　
午
後
に
、
も
つ
ミ
近
い
ク
〃
二
一
美
術
館
為
見
ろ
。
外
寸
に
似
合
に
す
、
内
容

の
影
し
い
の
に
驚
い
六
Q
こ
、
に
一
五
〇
二
年
の
銘
た
う
つ
六
天
球
儀
が
あ
っ
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ロ
　
　
　
う

が
、
琴
座
に
賜
閃
跨
亡
ま
定
も
な
名
が
書
い
て
あ
り
な
が
ら
其
所
に
に
鷲
の
霊

が
描
い
て
あ
っ
議
漏
の
に
面
白
か
つ
糞
。
全
く
古
い
も
の
、
謹
櫨
だ
〇

十
二
月
二
十
二
日
（
月
）

　
A
・
日
か
ら
、
い
よ
一
午
前
…
中
バ
リ
天
丈
墓
の
圖
書
室
一
へ
涌
…
つ
て
、
讃
書
す
る

此
の
日
、
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
誌
で
見
六
所
に
よ
る
定
、
夏
頃
自
分
が
ハ
ー
ゾ
ー
ド
で

絵
暇
に
砺
劃
し
乳
薪
攣
光
星
（
グ
ラ
フ
氏
護
見
一
九
二
四
・
ご
四
）
ば
白
鳥
座
c
H

星
章
い
ふ
名
が
附
ぜ
ら
れ
乳
。

　
夜
、
爾
人
で
、
始
め
て
オ
ペ
ラ
な
見
に
行
く
。
題
に
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス

の
作
つ
カ
「
タ
イ
ス
」
で
、
筋
た
か
ね
て
か
ら
知
っ
て
居
六
も
の
だ
か
ら
、
演
技
ば

三
囚

妊
く
了
解
で
き
、
愉
快
で
あ
っ
糞
。

十
ム
剛
月
二
十
一
昌
日
（
火
）

　
午
前
申
匡
天
丈
盗
Q
I
ご
う
も
濁
逸
系
統
の
雑
誌
が
充
分
に
來
て
る
な
い
。

　
日
和
が
好
い
の
で
、
午
後
ば
母
人
で
エ
ト
y
ル
の
凱
旋
門
へ
上
り
、
景
色
為
見

六
後
、
｝
ロ
カ
デ
ロ
か
ら
シ
ャ
ン
・
デ
・
マ
ル
ス
ま
で
散
歩
し
六
〇

　
ム
ー
ド
ン
天
丈
嘗
蟹
の
ゲ
ラ
ン
ド
ル
宣
蟹
長
よ
d
り
來
書
り

十
二
月
二
十
四
日
（
水
）

　
午
前
中
に
天
文
塵
o
I
午
後
三
時
か
ら
に
フ
ラ
ン
ス
學
院
内
の
経
度
局
へ
行

き
、
恰
も
例
八
曾
の
れ
め
集
っ
て
來
糞
委
員
六
ち
の
中
に
ム
ー
ド
ン
の
ゲ
ラ
ン
ド
ル

塵
長
た
見
つ
け
、
ご
く
暫
く
話
し
六
。
明
後
日
そ
の
天
文
愚
な
訪
ね
ろ
筈
。

　
い
よ
く
ク
”
ス
マ
ス
が
迫
っ
て
來
て
、
四
五
日
前
か
ら
パ
リ
の
街
々
ば
外
観

が
一
愛
し
索
。
米
國
で
見
六
や
う
な
飾
り
つ
け
の
〃
リ
ス
マ
ス
・
ト
リ
ー
に
何
所

に
も
切
図
ら
な
い
が
、
纏
て
の
店
の
店
飾
り
匡
美
し
い
贈
り
物
で
一
ば
い
、
抹
に

又
、
人
通
り
の
多
い
街
々
の
歩
遣
に
に
籔
引
音
の
露
店
な
ご
が
呈
し
く
並
ん
で
、

夜
の
散
歩
客
海
引
き
つ
け
ろ
。
自
分
等
も
、
今
日
に
七
面
鳥
の
代
り
に
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
為
開
疋
買
っ
て
來
て
、
晩
餐
の
食
卓
為
賑
1
1
し
、
夜
は
九
時
過
ぎ
か
ら
イ

タ
”
ヤ
、
モ
ン
マ
ー
ト
ル
の
街
々
々
散
歩
し
瘡
O

¢。qQ
~
b
っ

qQ
ｿ
q
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〇
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號
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訂
正
事
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